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Redmine3.4.6 を Redmine4.0.0 にバージョンアップ方法 

 

簡単に Redmine を立ち上げるために、AWS で Redmine を作成します。 

 

「インスタンスの作成」をクリックします。 

 

 

「コミュニティ AMI」で「redmine」を検索します。 
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「bitnami-redmine-3.4.6-0-r35-linux-ubuntu-16.04-x86_64-hvm-ebs-mp-ee6977a6-d6da-4671-

885e-dd9c02ec5def-ami-05f6e2d598ff4bfb8.4 - ami-」を選択します。 

 
 

「確認と作成」をクリックします。 

 

 

「作成」をクリックします。 
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キーペアを選択後、「インスタンスの作成」をクリックします。 

 

 

「セキュリティグループ」をクリックします。 
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「インバンド」->「編集」をクリックして「タイプ」を任意に変更して「保存」をクリックします。 

 

 

「パブリック DNS (IPv4)」をメモして、FTP でサーバーへアクセスします。 
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これ以降の手順で Redmine3.4.6 を Redmine4.0.0 にバージョンアップします。 

 

FTP で「/opt/bitnami/apps/redmine」へ移動して「htdocs2」フォルダーを作成します。 

 

 

コンソールで「/opt/bitnami/apps/redmine/htdocs2」に移動します。 
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「svn checkout http://svn.redmine.org/redmine/tags/4.0.0」を実行してファイルをダウンロードしま

す。 

 
 

「svn checkout http://svn.redmine.org/redmine/tags/4.0.0」が完了するまで待機します。 
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「3.4.6」が入っている「/opt/bitnami/apps/redmine/htdocs」を「htdocs_old」に名前を変更します。 

「4.0.0」が入っている「/opt/bitnami/apps/redmine/htdocs 2」を「htdocs」に名前を変更します。 

「/opt/bitnami/apps/redmine/htdocs/4.0.0」配下のファイル/フォルダーを

「/opt/bitnami/apps/redmine/htdocs」に移動後、「4.0.0」フォルダーを削除します。 

 

 

  



Redmine3.4.6を Redmine4.0.0にバージョンアップ方法 

 

 8 

© 2014-2018 Ankosoft Inc. 

 

「/opt/bitnami/apps/redmine/htdocs_old/config/database.yml」を

「/opt/bitnami/apps/redmine/htdocs/config」にコピーします。 

 

 

「cd /opt/bitnami/apps/redmine/htdocs」を実行します。 

 

 

「bundle install --no-deployment」を実行します。 
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「bundle exec rake secret」を実行して secret 値をメモします。 

 

 

secret 値を反映させた「secrets.yml」という名のフィルを作成します。 

 

 

「/opt/bitnami/apps/redmine/htdocs/config」に「secrets.yml」をコピーします。 
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「bundle exec rake db:migrate RAILS_ENV=production」を実行します。 

 

 

「sudo /home/bitnami/stack/ctlscript.sh restart apache」を実行してサーバーを再起動させます。 

 

 

AWS ページの「アクション」->「システムログの取得」をクリックします。 
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システムログ画面をスクロールさせて、パスワードを確認します。 

 

 

「IPv4 パブリック IP」を確認して、該当のアドレスを開きます。 

 

 

「ログイン」をクリックして、ID には「user」、パスワードは上で確認をしたパスワードを入力して、「ロ

グイン」をクリックします。 
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「Administration」->「Information」をクリックして Redmine version を確認します。 

「Redmine4.0.0」になっています。また、Rails version も 4.2.8 から 5.2.2 に変更されています。 

 

[変更前 Redmine3.4.6] 

 

 

 [変更後 Redmine4.0.0] 
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「New user」や「Settings」をクリックすると「Internal error」が表示する場合があります。 

 

 

「/opt/bitnami/apache2/logs/error_log」の appache ログを確認すると

「/opt/bitnami/apps/redmine/htdocs/tmp/cache」に対する書き込み権限が無いとのログが表示

されます。 

 

 

「/opt/bitnami/apps/redmine/htdocs/tmp/cache」配下のフォルダーに対して書き込み権限を付

与することにより問題を解決できます。 

ActionView::Template::Error (Permission denied @ dir_s_mkdir - 

/opt/bitnami/apps/redmine/htdocs/tmp/cache/E6C): 
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株式会社 Ankosoftのご紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

オープンソースソリューション専門企業 ANKOSOFT 

Ankosoft はオープンソース開発を基盤にした会社で、プロジェクト管

理と品質管理分野で世界的に有名な Redmine, Jenkins, SonarQube  等

に対する技術力を保有しております。  

オープンソースの不足した部分を開発して、ソリューション

としてパッケージ販売をしており、技術サポート、教育など

オープンソースの普及に努めております。 

本    社 〒111-0041 東京都台東区元浅草 2-6-4 上野コアビル 3F 

五反田事務所 〒141-0031 東京都品川区西五反田 8-8-16 五反田高砂ビル 204 

TEL : 050-5326-6639       EMAIL : info@ankosoft.co.jp 

URL : http://ankosoft.co.jp/     

Ankosoft の事業領域は、ソリューション開発および販売、オープンソースコンサルタント、

技術支援、教育、品質管理コンサルタントなどを主な事業として行っております。 

事業領域 
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「ANKO ALM」のご紹介 

 

オープンソースのプロジェクト管理システムである「REDMINE」を基盤にして、REDMINE に

足りない機能を加えて開発した「ALM」システムです。REDMINE に足りなかった管理機能、

利便性、モニタリング機能、ツール間の連動やプラグインのバグなどを改善・開発しまし

た。特に、開発ライフサイクルにおけるツール間の連動は欠かせないものであるため、オ

ープンソース間で連動できるよう開発された製品です。 

「ALM」とは、アプリケーションソフトウェアの開発・運用において、全体のライフサイク

ルを総合的に管理することによって、ソフトウェアの品質や開発生産性、変化への対応力

などを向上させるためのもの、もしくはそれらを実現させるためのソフトウェアのプラッ

トホームツールを指します。 

 

「ANKO ALM」の特長 

  

 

開発、ビルド、テストなど、開発サイクルに必要なツールが互いに連動して自動化され

ている機能は、開発者に快適な環境を提供し、開発スピードをアップさせます。 

 

 

ANKO ALMの使用によって、開発プログラムソースのスケール感だけでなく、テストカバ

レッジ情報を自動的に分析して、把握することができ、今まで把握が難しかったプログ

ラムの中まで確認できるようになり、より一層堅固で安定した製品開発をサポートしま

す。 

 

 

ANKO ALMはオープンソースで構成されており、世界中に厚いユーザー層がいて、最新技

術を取り入れています。さらに、持続的にアップデートされていて、オープンソース間

の互換性も備えています。 また、多様なプラグインを提供しているため、必要な機能の

追加や開発が可能です。 

 

 

オープンソースで構成された ANKO ALMはリーズナブルな費用で構築が可能です。商用ソ

リューションの場合、数千万円の製品が多く、一部機能のみ備えている製品でも数百万

円に達するため、導入が簡単ではありません。一方、ANKO ALMは低費用で優れた機能を

提供するので、一石二鳥の効果を期待できます。 

ソース品質の見える化 

オープンソースで構成 

低費用で構築可能 

ツール間の連動 

 


